
（様式第４号） 上田市塩田公民館運営審議会 会議概要 

１ 審 議 会 名 上田市塩田公民館運営審議会  

２ 日   時 令和５年９月４日（月） 午後２時から午後３時２０分まで  

３ 会   場 塩田公民館第２学習室  

４ 出 席 者 龍野会長、増澤副会長、北沢委員、羽田委員  

５ 市側出席者 遠藤館長、田中次長  

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開  

７ 傍 聴 者  ０人  記者 ０人  

８ 会議概要作成年月日 令和５年９月８日  

協  議  事  項  等 
 

１ 開会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 公民館長あいさつ 

 

４ 協議事項 

（１）令和５年度塩田公民館事業計画及び中間報告について 

 （事務局）資料１に基づき説明 

 （委 員）夏休み学習室開放は何人ぐらい利用があったか。 

（事務局）まだ集計していないが、少ない日で５～６人、多い日で２０人ぐらい、小学生から高校

生までの利用があった。 

 （委 員）すでに終わった講座などで反省点等はあるか。 

   （事務局）ため池でカヌー遊びは、２０人の定員で参加者を募集したが、思っていたほど申込みが 

なかった。当日は暑く、今後は暑さ対策が必要になると感じた。 

 

（２）公民館分館の組織・活動の見直しについて 

  （事務局）資料２－１、２－２に基づき説明 

 （委 員）自治会員が多い自治会と少ない自治会があり、一律に役員を選出するということは無理 

があると思う。 

（委 員）学校の子どもの数もかなり減っている。地域も同じであると感じている。 

（委 員）人口が減少していく中で、状況に応じた分館活動をせざるを得ないのではないかと思う。 

（委 員）コロナもあり、分館の中では、今までどおりの活動でなくても良いのではないかという 

意見も出てきている。改めて、分館の中で、活動を見直す時期に来ているのではないか。 

 （委 員）今後、塩田の人口がどうなっていくのか。いろいろな活動が、昔に比べて、外に出なく 

ても、家の中で完結できてしまう現実がある。公民館活動、分館活動のあり方も変わっ 

ていいのではないか。 

 

（３）その他 

 

５ 報告事項 

（１）上田市使用料等算定に係る受益者負担のあり方について 

（事務局）資料３－１、３－２、３－３に基づき説明 

（委 員）今、公民館利用者の冷暖房費の減免はどうなっているか。 

（事務局）利用者団体は全額減免になっている。 

  （委 員）減免に種類やランクがあるのか。 

（事務局）ない。 

（委 員）この話の出どころが、行政管理課である。行財政改革をしようとする中での話。社会教



育的な部署がこの話にどれくらい関わっているのか見えない。 

（委 員）減免の種類がいくつかあっても良いと思う。子どもを対象にしているボランティア団体

の活動などは減免にしても良いのではないか。 

（事務局）今回の説明会を行って、いろいろな団体があることを行政管理課もわかったと思う。大

雑把なルールではなく、細かなルールを考えてくれると思う。 

  （委 員）もしも利用者から料金を取らないとしたら、その分、必要な金額はどこから支出される

のか。 

  （事務局）例えば、イベントが出来なくなったり、道路の維持管理費を削ることになっていく。も

っと進めば、公民館の職員が減らされたり、貸館だけになってしまうということも考え

られる。 

（委 員）実際に利用者が利用料を払わないとどうなるかが見えない。市側でお金のやりくりが見

えるような資料を作っても良いのではないかと思う。 

 

６ その他  

（事務局）二十歳を祝う会の実行委員を募集している。ぜひ、お声がけをお願いしたい。 

    （事務局）次回開催は３月上旬を予定している。 

 

７ 閉会 

 


